
日本天文学会2006年秋季年会

W51a アバランシェフォトダイオードと BGOを用いたアクティブシールドの
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アバランシェフォトダイオード (APD)とは光電子増倍管 (PMT)やフォトダイオード (PD)の有用な特徴を兼
ね備えた Si半導体光検出器である。その特徴とは量子効率が 80%以上で磁場の影響を受けにくく、内部増幅機能
を持っているので微弱な信号にも感度が良い。更に小型で頑丈であるために検出器設計の幅が拡がるという利点
も持つ。近年、APDはγ線検出において使用されてきた PMTや PDと比較して優れた結果を残し、実用化に向
けて日々研究されている。
我々の研究では、観測目標天体の方向以外から到来する軟γ線バックグラウンド源や宇宙線を除去するための

BGOアクティブシールドを想定し、APDを用いて BGOで発せられる光を読み出す試みを進めている。この研
究は 2013年頃に打ち上げを目指すX線衛星「NeXT」に搭載予定である、硬X線撮像検出器HXIや軟ガンマ線
検出器 SGDの低バックグラウンド化を実現するためにBGOシールドとAPDを組み合わせた検出器が考慮され
ている事に基づく。BGOへのAPDの装着位置と個数の最適化について検証した結果、幾何学構造と関係なく薄
いBGO板を長手方向に接着した場合は、個々のBGO板にAPDをつけないと効率良く光を読み出せないことが
分かった。また、単にBGO板にAPDをつけた構造では発生光の 20%程度しか読み出せないことが分かり、光読
み出し方法の改善が必要である。同様にシールド下部の BGOブロックで発生した光を読み出すには、現状で最
大面積の 18×18mm2のAPDが最も有効であることが分かったが、ノイズの影響も無視できなくなる。
本講演では、実験結果からAPDの性能を定式化し、APDによるBGOシールドの光読み出し方法を議論する。


